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○議事日程（第１号）

　　平成17年４月26日　　午前10時開会

　日程第１　会議録署名議員の指名
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（追加日程）

　日程第１　町長就任あいさつ並びに施政方針表明

　　　　　　　　　　　午前11時48分　開会

　◎開会・開議

○議長（作間七郎君）　ただいまの出席議員数は41人であります。

　平成17年第２回中能登町議会臨時会を開会いたします。

　これより本日の会議を開きます。

　地方自治法第121条の規定による本会議に出席する者を別紙の説明員職氏名一覧表としてお手元に配付しましたので、ご了承願います。

　◎会議録署名議員の指名

○議長（作間七郎君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。

　本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第118条の規定によって、３番　谷口英夫君、４番　堀江健爾君を指名いたします。

　◎会期の決定

○議長（作間七郎君）　日程第２　会期の決定の件を議題といたします。

　お諮りいたします。

　本臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決定いたしました。

　◎追加日程
○議長（作間七郎君）　追加日程第１　ここで、杉本町長より、町長就任あいさつ並びに施政方針表明についての申し出があります。

　お諮りいたします。

　これを日程に追加し、追加日程第１としたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、追加日程として町長就任のあいさつ並びに施政方針表明の発言を許します。

　町長　杉本栄蔵君

　　〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕

○町長（杉本栄蔵君）　本日、ここに平成17年第２回中能登町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位には、ご多忙の折にもかかわらずご出席を賜りまして厚く御礼を申し上げます。

　さて、本臨時会は私にとりまして初の議会となりますので、一言就任に当たっての基本的な考えの一端をこの場をおかりしまして述べさせていただきたいと思います。

　まず、先般の中能登町町長選挙において、町民の皆様方から温かいご支援によりまして初代の中能登町長の重責を担わせていただくことになりました。これもひとえに議員各位を初め町民の皆様からのご支援のたまものと厚く御礼を申し上げるものでございます。

　私は、何分にも行政というものに対しまして正直なところ、今までは側面からしか勉強はいたしておりません。しかしながら、今後はこの行政を預かる身となるわけでございますので、自分なりに十分勉強させていただき、町の融和と公約の実現のために粉骨砕身努力することをお約束いたします。

　さて、この中能登町のみならず、地方自治体を取り巻く環境は極めて厳しい状況下にあり、その最たるものが今回の平成の大合併であったと思います。私といたしましては、町民の皆様が中能登町の町民らしく健やかで活気ある生活ができますように、将来の展望に立って、議会の皆様方とともに十分にご相談させていただきながら職務に邁進していきたいと思っております。

　そこで私は、この任に当たるに際して６つの視点を掲げさせていただきました。環境、産業、福祉、教育、情報、そして行革の６つであります。

　環境。自然と共生する快適な暮らしができる環境の創設であります。

　地球規模での温暖化が叫ばれています。この中能登町は山地水明に囲まれた快適な地域であり、子々孫々に残せる地域づくりを行っていきたいと思っております。

　産業。中能登ブランドの創出と企業支援を行います。

　この地域は、能登文化発祥の地として古くから栄えてきました。中でも能登上布を起源とする繊維産業は県下でも一大産地として業界を支えてきましたが、時代の趨勢とはいえ衰退を余儀なくされています。しかし、先人たちが築いてきた技と歴史があり、既存企業の育成と再生、さらに付加価値をつけたこの地域しかできないブランドの開発に向けた支援を行うとともに、地域の活性化を図る上からも新たな中能登ブランドの創出を行い、若者の定住に向けた地域づくりを行っていきたいと考えています。

　福祉。安心と生きがいのある高齢者社会に向けた施策を行っていきたいと思います。

　中能登町民の方々がより健康で元気に暮らせる生活環境づくりを基本としてのサービスを行うことは、非常に重要なことと考えています。末永く生きがいを持って暮らせ、安らぎと安心できる環境の場をより充実をさせていくことは、私の一つの大きな使命であるとも考えています。

　教育。地域の力を生かし、生涯学習に注力します。

　少子化が進む現在、子どもはまさに中能登町の宝であります。安全で安心して子どもを産むことができ、そして育てながら安心して勤労に励むことのできる社会の形成は、皆がそれぞれの立場で社会参加し、皆が考え、よりよき環境をともに築き上げていくという理想の中能登町像であります。

　将来を担う子どもたちに対する教育環境の充実を図り、幼児から高齢者に至る生涯教育を通しての親子のきずなと家庭の大切さの認識と、それに加えて地域の方々とのコミュニケーションを図り、笑顔とあいさつのある明るいまちづくりの推進に結びつけていきたいと考えております。

　情報。高度情報化時代への対応したまちづくりを進めます。

　ＩＴ戦略の時代と言われる今日、対応できる基盤の整備を行います。初めに公共機関を結ぶ光ケーブルの連結はもちろん、全町を網羅したケーブルを配線し、住民の皆様方のご意見を拝聴しながら、できるだけ早い時期にＣＡＴＶを取り入れていきたいと考えています。

　行革。住民本位の町政へ公開と参加を推進します。

　広く町政に対して町民の皆様方からいろいろな知恵、アイデアを出していただき、町政に反映をさせていきます。

　しかしながら、各種の要請や要望、需要に対しての取り組みを実行することとしても、限られた財源の中で住民ニーズにこたえる財源の確保にはかなりの知恵と決断が迫られるものと思われ、その財源をより有効的に、しかも活性化につながる諸方策として活用する最大の責務があります。

　投資に対する効果を見きわめながら、議会の皆様方、そして町民の方々との対話を通してのまちづくりを進めてまいりたいと思いますので、各位のご理解、ご協力を重ねてお願いを申し上げます。

　以上、中能登町が中能登町らしく、中能登町らしい中能登町を築くために最大限の努力をさせていただきます。

　私も議員の皆様方同様、この中能登町を深く愛しております。私の持ち得る全精力を傾注し、町のため、そして町民のために頑張りますので、何とぞ今後とも皆様方のご指導、ご協力を賜りますようお願いを申し上げ、就任に際してのごあいさつとさせていただきます。

　ありがとうございました。（拍手）

○議長（作間七郎君）　以上で町長のあいさつが終わりました。

　ここで５分間休憩いたします。

　　　　　　　　　　　午前11時58分　休憩

　　　　　　　　　　　午後０時01分　再開

○議長（作間七郎君）　休憩前に引き続き本会議を再開いたします。

　◎議案一括上程

○議長（作間七郎君）　日程第３　議案一括上程

　報告第11号　専決処分の承認を求めることについて（平成16年度中能登町水道事業会計暫定補正予算）、報告第12号から第18号まで、専決処分の承認を求めることについて、平成16年度中能登町一般会計予算及び各特別会計等予算、報告７件。報告第19号から第22号まで、専決処分の承認を求めることについて、条例の一部を改正する条例３件、条例の制定１件の報告４件。報告第23号から第28号まで、専決処分の承認を求めることについて、平成17年度中能登町各会計暫定予算、報告６件。以上、報告議案18件。同意第１号　中能登町監査委員の選任につき同意を求めることについて、同意第２号　中能登町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて。合わせて20件を一括議題といたします。

　町長より提案理由の説明を求めます。

　杉本町長

　　〔町長（杉本栄蔵君）登壇〕

○町長（杉本栄蔵君）　提案理由の説明をいたしますが、私にとりまして初めての議会に臨ませていただくことから、議員の皆様方にはどうか的確なるご指導とご協力を賜りますようお願いをいたします。

　さて、本日ここに上程いたしました報告第11号から報告第28号、同意第１号から同意第２号までの14件につきまして、一括してその大要をご説明をいたします。

　まず、報告第11号　平成16年度中能登町水道事業会計暫定補正予算の専決処分の承認を求めることについてでありますが、水道事業会計の資本的収入及び支出それぞれに３億5,570万円を補正するものであります。

　内容につきましては、配水管等布設がえ事業に伴う企業債借り入れにかかわるものであり、３月18日付で専決処分をしたものであります。

　次に、報告第12号から報告第18号までの７件の平成16年度予算の専決処分に関する報告についてご説明をいたします。

　平成16年度の暫定予算につきましては、中能登町の誕生と同時に３月１日付で専決処分をし、去る３月８日の第１回臨時会において承認をしていただいておりますが、今回、平成16年度予算、いわゆる本予算につきましても３月31日付で専決処分を行いましたので、地方自治法第179条第３項の規定により、議会に報告し承認を求めるものであります。

　暫定予算が旧３町の２月末の執行残額を計上しただけの内容であったのに対し、各会計の本予算は平成16年度の決算額を見込んで年度末の３月31日付をもって専決処分を行っておりますので、実質的にも決算に合わせた内容となっております。

　それでは、各会計の本予算の専決処分について順次ご説明をいたします。

　まず、報告第12号についてであります。

　平成16年度中能登町一般会計予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ46億3,421万9,000円としたものであります。

　また、第２表の繰越明許費につきましては、暫定予算に計上しておりませんでしたが、９件の事業につきまして今回の本予算で繰越額を計上したものであります。

　第３表の債務負担行為につきましては、暫定予算でご提示いたしました内容と変更はなく、以前にお示しいたしましたとおりとなっております。

　また、第４表の地方債につきましては、３月中に起債許可額に一部変更がありましたので、限度額の合計を16億5,500万円としたものであります。

　続きまして、歳入歳出予算についてご説明をいたしたいと思います。

　先ほども申し上げましたように、実質的には決算に合わせた内容となっており、暫定予算と比較いたしますと５億2,942万1,000円の増額となり、予算総額46億3,421万9,000円となったものであります。

　なお、歳入歳出とも決算見込みに合わせた編成内容となっておりますが、この本予算はいわゆる３月における１カ月分だけの予算ということで、旧３町の決算と合わせてみないと平成16年度の全体像は把握できませんので、ご理解を賜りますようお願いを申し上げます。

　次に、報告第13号についてであります。

　平成16年度中能登町老人保健特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億7,722万円としたものであります。

　次に、報告第14号についてであります。

　平成16年度中能登町介護保険特別会計予算において、介護保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は２億4,859万6,000円、介護サービス事業勘定での歳入歳出それぞれ214万3,000円としたものであります。

　次に、報告第15号についてであります。

　平成16年度中能登町国民健康保険特別会計予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億6,772万2,000円としたものであります。

　次に、報告第16号についてであります。

　平成16年度中能登町下水道事業特別会計予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億1,318万円としたものであります。

　また、第２表の地方債につきましては、３月中に起債許可額に一部変更がありましたので、限度額の合計を４億7,570万円としたものであります。

　次に、報告第17号についてであります。

　平成16年度中能登町分譲宅地造成事業特別会計予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ8,903万7,000円としたものであります。

　次に、報告第18号についてであります。

　平成16年度中能登町水道事業会計予算は、収益的収入で2,293万7,000円、支出で2,627万7,000円、また資本的収入で３億5,570万円、資本的支出で３億8,203万2,000円としたものであります。

　また、企業債につきましては３億5,570万円を限度額としたものであります。

　以上が平成16年度各会計の本予算の専決処分の内容でありますが、最初に申し上げましたように、本予算は決算見込みに合わせた内容で調整をし、３月31日付で専決処分をしたものでありますので、議会の皆様方のご理解を賜りますようお願いをいたします。

　次に、報告第19号についてであります。

　中能登町手数料条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについてであります。

　４月１日からごみ収集運搬業務が七尾鹿島広域圏事務組合から移管されたことにより、手数料条例に関係する手数料を追加したものであります。

　次に、報告第20号についてであります。

　中能登町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについてでありますが、地方税法の一部を改正する法律が平成17年３月25日に公布されたことに伴い、中能登町税条例の一部を改正する条例を平成17年４月１日付の専決処分により制定したものであり、議会の承認を求めるものであります。

　改正の概要は、個人町民税において年齢65歳以上で前年の合計所得金額が125万円以下の者に対する非課税措置を平成18年度から段階的に廃止するものであり、また給与支払報告書の提出対象者の範囲を平成18年から年の途中に退職等により給与の支払いを受けなくなった従業員等にまで拡大するものであります。

　また、肉用牛の売却による事業所得の課税及び株式の譲渡所得等の課税についても特例措置の期限を延長したものであります。

　次に、固定資産税においては、震災等による長期避難指示にかかわる被災住宅用地に対する特例措置の期限を延長して、避難指示解除後３年間まで適用できるように改正したものであります。

　次に、報告第21号についてであります。

　中能登町原子力発電等立地地域の指定による町税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについてであります。

　原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法第10条の地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部を改正する省令が平成17年４月１日から施行されたことに伴い、本町の当該条例の一部を改正する条例を平成17年４月１日付、専決処分により制定したものであり、議会の承認を求めるものであります。

　改正内容は、固定資産税の不均一の課税の適用期間を２年間延長して平成19年３月31日までとするものであります。

　次に、報告第22号についてであります。

　中能登町産業廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例の制定の専決処分の承認を求めることについてであります。

　この条例は、ごみ収集運搬業務が七尾鹿島広域圏事務組合から移管されたことにより、廃棄物等に関する取り扱いについて定めるものであります。

　続きまして、報告第23号から報告第28号までの平成17年度暫定予算の専決処分に関する報告をご説明申し上げます。

　６件の会計の平成17年度暫定予算につきましては、４月１日から平成17年度の行政事務を執行しなければならないことから、町長職務執行者において４月１日付で暫定予算を編成し専決処分を行ったものであり、地方自治法第179条第３項の規定により、議会に報告し承認を求めるものであります。

　各会計の暫定予算の編成につきましては、先月の全員協議会において基本的な説明がされたと聞いておりますが、いま一度、概要をご説明申し上げます。

　この暫定予算は、４月から６月までの３カ月に限っての必要最小限の行政事務を執行するために編成したものであり、６月定例会で予算編成が成立するまでのつなぎ予算的な性質を有するものであります。

　暫定予算の基本的な内容といたしましては、３カ月間の間に必要な人件費や扶助関係、また施設の維持管理費など経常経費の計上が主なものであり、継続の投資的経費は計上しましたが、新規の投資的経費あるいは政策的な経費につきましては原則として計上しておりませんので、ご理解を賜りますようお願いを申し上げます。

　それでは、各会計の暫定予算の専決処分について順次説明をいたします。

　まず、報告第23号についてであります。

　平成17年度中能登町一般会計暫定予算は、歳入歳出それぞれ26億9,588万7,000円としたものであります。

　主な内容についてでありますが、歳入につきましては４月から６月までの３カ月間において確実に収入が見込まれる分の町税や交付税等を計上したものであります。

　歳出につきましては、先ほども申し上げましたように３カ月間に必要な職員人件費や扶助関係費のほか、施設の維持管理費等、年間契約を必要とするものについては年間の所要額を計上するなど、経常的な経費の計上が主なものであります。

　また、新規の工事請負費などの投資的、政策的経費は計上しておりませんが、突発的な改修工事や中止できない継続工事などの経費については確認して計上いたしましたので、ご理解を賜りますようお願いを申し上げます。

　さらに、報告第24号であります。

　平成17年度中能登町老人保健特別会計暫定予算につきましては、歳入歳出それぞれ７億6,137万1,000円としたものであります。

　内容につきましては、３カ月間に見込まれます医療給付費をもとに、規定の割合によりまして支払基金からの交付金や医療費の国庫負担金、県負担金のほかに一般会計からの繰入金を計上したものであります。

　次に、報告第25号についてであります。

　平成17年度中能登町介護保険特別会計暫定予算につきましては、歳入歳出それぞれ保険事業勘定で４億4,712万円、介護サービス事業勘定393万1,000円としたものであります。

　内容につきましては、３カ月間に見込まれます居宅介護サービス及び施設介護サービス等の給付見込み額をもとに、規定の割合によりまして介護保険料や国庫負担金などを計上したものであります。

　次に、報告第26号についてであります。

　平成17年度中能登町国民健康保険特別会計暫定予算は、歳入歳出それぞれ３億9,405万9,000円としたものであります。

　内容につきましては、歳入で３カ月間に見込まれます国保税や療養給付に係る国庫負担金等のほかに一般会計からの繰入金を計上し、歳出では療養給付費、老人保健会計への拠出金等を計上したものであります。

　次に、報告第27号についてであります。

　平成17年度中能登町下水道事業特別会計暫定予算は、歳入歳出それぞれ１億3,195万4,000円としたものであります。

　内容につきましては、歳入で３カ月間に見込まれます下水道使用料や受益者負担金のほか一般会計からの繰入金を計上し、歳出では処理場の維持管理費のほか必要な工事費について計上いたしました。

　さらに、報告第28号についてであります。

　平成17年度中能登町水道会計暫定予算は、収益的収入及び支出で9,347万8,000円、資本的収入で3,027万9,000円、支出で3,153万円を計上したものであります。

　収益的収支では、３カ月における給水収益に対して原水及び浄水費等を見込み、資本的支出では継続事業の設計委託費を見込んだものであります。

　以上が中能登町会計６件の平成17年度暫定予算の専決処分でありますが、基本的には４月から６月までの３カ月間における経常的な行政運営に必要な経費に絞って計上したものでありますので、ご理解とご承認を賜りますようお願いを申し上げます。

　なお、政策的な経費を含めた年間予算につきましては、６月定例会で改めて本予算としてご提案申し上げたいと考えておりますので、あわせてご理解を賜りますようお願いをいたします。

　次に、人事案件につき議会の同意を求めるものでございます。

　まず、同意第１号　監査委員の選任についてでありますが、地方自治法第196条第１項の規定に基づき、識見を有する者及び議員のうちから選任することとなり、識見を有する者として中能登町曽祢マ部20番地　前田　豊氏を、議会議員のうちから選任すべき監査委員として中能登町良川チ部２番地　上見健一氏を選任いたしたく、議会の同意を求めるものであります。

　次に、同意第２号　固定資産評価審査委員会委員の選任についてでありますが、地方税法第423条第３項の規定に基づき、委員に中能登町春木フ部甲64番地　久保勝康氏、中能登町藤井ニ部53番地　山本忠司氏、中能登町能登部上ア部５番地　橋本　豊氏を選任いたしたく、議会の同意を求めるものであります。

　以上、本日提出いたしました議案各件につき大要をご説明申し上げましたが、議員各位におかれましては慎重なるご審議をいただき適切なるご承認とご裁可を賜りますようお願いをいたしまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。

　ありがとうございました。

○議長（作間七郎君）　町長の提案理由説明が終わりました。

　お諮りいたします。

　ただいまの報告議案18件については、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、報告議案18件については委員会付託を省略することに決定をいたしました。

　続いて、報告議案の質疑を行います。

　報告第11号　専決処分の報告を求めることについて（平成16年度中能登町水道事業会計暫定補正予算）について。議案書の１ページから５ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　続いて、報告第12号　専決処分の承認を求めることについて（平成16年度中能登町一般会計予算）歳入歳出全般について。別冊の16年度予算書、１ページから111ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　続いて、報告第13号　平成16年度中能登町老人保健特別会計。113ページから122ページです。質疑ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　続いて、報告第14号　介護保険特別会計。123ページから146ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　続いて、報告第15号　国民健康保険特別会計。147ページから167ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　続いて、報告第16号　下水道事業特別会計。169ページから184ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　続いて、報告第17号　分譲宅地造成事業特別会計。185ページから193ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　続いて、報告第18号　水道事業会計予算について。195ページから208ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　続いて、報告第19号から報告第22号まで、条例の一部改正、制定議案。議案書、６ページから31ページの質疑を行います。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　次に、報告第23号　専決処分の承認を求めることについて（平成17年度中能登町一般会計暫定予算）歳入歳出全般について質疑を行います。別冊の17年度予算書、３ページから108ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　次に、報告第24号　老人保健特別会計暫定予算。109ページから117ページです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　次に、報告第25号　介護保険特別会計暫定予算。119ページから141ページまでです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　次に、報告第26号　国民健康保険特別会計暫定予算。143ページから163ページまでです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　次に、報告第27号　下水道事業特別会計暫定予算。165ページから178ページまでです。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、次に進みます。

　次に、報告第28号　平成17年度中能登町水道事業会計暫定予算について。179ページから194ページまで。質疑の方ありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、以上で報告議案の質疑を終結いたします。

　これより討論を行います。

　討論の方はありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、討論を終結いたします。

　これより採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、採決をいたします。

　報告第11号より報告第18号まで、専決処分の承認を求めることについて、平成16年度各会計予算、報告第８議案について一括して採決をいたします。

　報告第11号より報告第18号まで、報告８議案について、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、報告第11号より報告第18号までの８件については原案のとおり承認をされました。

○議長（作間七郎君）　続いて、報告第19号から22号まで、中能登町条例の専決について採決をいたします。

　初めに、報告第20号　税条例の一部改正について採決をいたします。

　報告第20号について、原案のとおり賛成の諸君の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕

○議長（作間七郎君）　起立多数であります。よって、報告第20号は原案のとおり承認をされました。

○議長（作間七郎君）　続いて、報告第19号、21号、22号の報告３議案について採決をいたします。

　報告第19号、21号、22号の３議案について、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、報告第19、21、22号は原案のとおり承認をされました。

○議長（作間七郎君）　続いて、報告第23号から第28号まで、専決処分の承認を求めることについて、平成17年度各会計暫定予算、報告議案６件について採決をいたします。

　報告第23号から28号まで６議案について、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、報告第23号から28号まで６議案については原案のとおり承認をされました。

○議長（作間七郎君）　続いて、同意議案に移ります。

　同意第１号及び同意第２号は人事案件であり、さきに議員各位のご理解を得ておりますので、質疑、討論を省略し、採決したいと思います。これにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。

　次に、同意第１号　中能登町監査委員の選任につき同意を求めることについて採決をいたします。

　ここで、地方自治法第117条の規定により18番　上見健一君の退場を求めます。

　　〔18番（上見健一君）退場〕

○議長（作間七郎君）　同意第１号　中能登町監査委員の選任につき同意を求めることについて、前田　豊氏、上見健一氏の選任につき同意することに賛成の諸君の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕

○議長（作間七郎君）　全員起立であります。よって、同意第１号は原案のとおり同意することにいたしました。

　ここで、上見健一君の入場を許可いたします。

　　〔18番（上見健一君）入場〕

○議長（作間七郎君）　次に、同意第２号　中能登町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてを議題といたします。

　それでは、同意第２号を採決いたします。

　同意第２号　中能登町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて、久保勝康氏、山本忠司氏、橋本　豊氏、３氏の選任につき同意することに賛成の諸君の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕

○議長（作間七郎君）　全員起立であります。よって、同意第２号は原案のとおり同意することに決定をいたしました。

　◎閉議・閉会

○議長（作間七郎君）　以上で本日の議事は終了し、本臨時会に付議されました案件の審議はすべて終了いたしました。

　よって、平成17年第２回中能登町議会臨時会を閉会いたします。

　どうも皆さんご苦労さまでございました。

　　　　　　　　　　　午後０時35分　閉会

　地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。
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